


















































































































































































































































































































1２．２ 0.25 13.3 0.50
FF-TIM ３．９８ -10.3 6.25 -8.02
FF-TIME(DF） 8.33 -12.1 8.00 と14.0
FELFREQ 13.0 -9.43 17.2 -13.4
11.6 -16.9 16.3 -17.3
L 11.8 -24.6 16.1 -24.1
14.1 -14.5 13.6 -15.4
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学位論文審査結果の要旨
平成１９年１月３１日に開催された第１回学位論文審査委員会,及び平成１９年２月２日に行われた
口頭発表と第２回学位論文審査委員会で審査した結果，以下の通り判定した。
本論文では，複数の信号が伝達・混合され，観測された信号から元の信号源を分離する問題を扱って
いる．特に，信号源や混合過程に関する情報がない場合に，信号源の独立性を仮定して信号源分離を行
うブラインド信号源分離（BlindSourceSeparatiOn:BSS）を研究対象としている．混合過程が周波数
特性を有する畳み込み形の場合は，反響音によりＢＳＳにおける分離回路の学習が遅くなったり，不安
定になるという問題がある．これに対して，本論文では反響音の影響を抑える新しい学習法を提案して
いる分離回路におけるフィルタ係数の更新を制御するステップサイズを自動的に最適化する方式であ
る．シミュレーションによれば，学習の高速化と分離特性の向上が達成されている．次に，分離回路で
発生する信号歪みを抑制する学習法を提案している．信号源分離と信号無歪みという２つの条件を同時
に満たす制約条件を求め，これにより分離回路の学習を制御する方法である．シミュレーションにより
従来法に比べて信号源分離と信号歪みの双方で良好な特性を実現している乳最後に，フィードバック形
BSSとフィードフォワード形ＢＳＳの比較を行い各々が有効に適用できる条件を明らかにしている．
以上の研究成果は，畳み込み混合過程に対するＢＳＳの学習に関する重要な問題を解決するものであ
り，ＢＳＳの実用化にも貢献しており，学術的及び実用的価値が高く，博士論文に値するものと判定する．
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